
紹

介同，

vo
明
吋
O
ロ
の
}
同

出
口
ω山口。
ωω

開
ロ
件
0

・
回
。
ロ
ユ
'nzzamw
回
。
一
行
昨
日
間
口
目
。
ω

t
u『

U
M凶〈広

国
内
乱
-

ωロ円山

こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
調
査
報
告
論
文

吋
ケ
叩
吋
京
出
口
町
∞
ロ
田
山
口
m
m
田
明
日
目
片
品
(
開
口
門
司
司
巾
山
口
出
=
包
口
巾
回
目
唱
。
円
円
O
V
四回1

・

H
8
8
は
、
一
九
七
四
年
在
外
研
究
の
途
次
、
通
称
同

Zー

ω
P
J
U
で
有
名

な
パ
リ
郊
外
フ
ォ
ン
テ
ン
プ
ロ
!
の
森
の
中
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営
大

学
院
を
訪
れ
た
さ
い
、
そ
こ
の
教
授
で
日
本
に
も
何
度
か
こ
ら
れ
た
こ
と

の
あ
る
こ
の
論
文
の
筆
者
間
・
口
・

ao
目
白
門
丘
四
口
円
四
回
さ
ん
に
い
た
だ
い
た

資
料
の
一
部
で
あ
る
。
他
に
、
、
吋
阿
吋
，
ぽv智恒同何回凶戸戸口
H5吋8D匂宮叩
g但

g口切回凶

阿開凶凶門日己
ω円7」4可叩日印刷ロ吋
4
叩ω吋可』ロ

ω』凶門のリ
o己ロ一門け可H
吋ユ0ι円片m叩免リば日印凶(】何凶ロ吋門
0)
阿司}巾出口∞戸回円ロ叩的凶.

c
a
-
H
U
S
)
が
面
白
い
が
、
こ
れ
に
は
「
全
体
及
び
部
分
の
無
断
の

号
電
丘
ロ
ロ
巴

S
は
厳
禁
」
と
こ
と
わ
っ
て
あ
る
。
い
ず
れ
、
許
可
を
え

て
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

一戸

公

こ
の
論
文
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営
大
学
院
包
戸
5
宮
山
口
町
住
吉
芯

え
ロ

5
5
2回
〉

a
E巳
a
s
R
o
p
H
Z
ω
伊
山
口
)
の
企
画
し
た
大
規
模
な

調
査
の
一
部
を
構
成
す
る
予
備
的
研
究
報
告
で
あ
る
。
調
査
対
象
と
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
の

最
大
五

Q
Q社
を
選
定
し
、
各
社
の
最
高
経
営
者
(
岳
山
内
同
日
∞
2
2
4
0

c
呂
円
四
円
印
)
に
質
問
状
を
郵
送
す
る
形
を
と
っ
た
。
こ
の
調
査
研
究
の
目

的
は
、
最
一
品
経
営
者
の
社
会
出
自
、
学
歴
、
職
歴
に
つ
い
て
の
資
料
を
集

収
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
国
別
異
向
を
統
一
的
に
田
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

た
し
か
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
個
々
の
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー

ト
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
研
究
は
い
ず
れ
も
一
つ
一
つ
異

一
一一一



な
っ
た
手
法
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
各
国
の
比
較
研
究
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
最
終
的
研
究
課
題
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
の
間
に
み
ら
れ
る
異
同
を
分
析
し
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
と
の
比

較
可
能
な
資
料
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
連
の
調
査
研
究
の
、
っ
ち
第
一
容
目
に
あ
た
る
こ
の
研
究
報
告
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
責
任
者
ハ
思
包
含
三
巴
2
2
0号
の
め
ロ
OE--

同

vucl日
本

で
は
取
締
社
長
に
あ
た
る
が
以
下
で
は
最
高
経
営
者
と
す
る
訳
者
)
、
た
け
を
対

象
と
す
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
最
大
企
業
五

O
O社
に
お
け
る
最
高
経
営

(

2

)

 

者
に
対
し
て
質
問
状
が
郵
送
さ
れ
た
。
一
五
九
通
の
有
効
回
答
を
受
取
っ

(
3〉

た
か
ら
、
回
収
率
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
回
答
は

予
備
的
研
究
と
い
う
目
的
か
ら
み
て
、
年
間
売
上
高
を
唯
一
の
基
準
と
し

(
4〉

て
分
類
さ
れ
た
。
こ
の
対
象
会
社
の
う
ち
、
四
億
三
千
万
フ
ラ
ン
以
上
の

年
間
売
上
高
を
示
す
会
社
は
四
二
社
(
部
門

I
V
四
億
三
千
万
か
ら
二

億
二
千
万
フ
ラ
ン
ま
で
は
三
七
社
(
部
門

E
V
二
億
一
一
千
万
か
ら
一
億

二
千
万
フ
ラ
ン
ま
で
は
三
九
社
〈
部
門
E
)
、
一
億
二
千
万
フ
ラ
ン
以
下

は
四
一
社
(
部
門
W
Y
以
上
の
構
成
と
な
る
。
各
部
門
の
会
社
数
は
有

(
5〉

効
な
分
析
を
展
開
す
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
に
展
開
さ
れ
る
経
営
者
像
は
そ
の
大
ざ
っ
ぱ
な
輪
郭
の
ひ
と
つ
に

す
ぎ
な
い
。
抽
出
さ
れ
た
対
象
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー

ト
の
ほ
ん
の
一
握
り
を
表
わ
す
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
解
釈
に
は
慎
重
な

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
十
分
な
注
意
を
も
っ
て
は
じ
め
て
、
全
体
と
し
て

の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
一
般
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
三
つ
の
重
要
な
概
念
に
注
意
を
注
ぐ
。
す
な
わ
ち
、
社
会
出

一
一
四

白
、
学
歴
、
職
歴
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
提
示
さ
れ
る
資
料
は
現
時
点

の
み
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
営
者
の
間
に
こ

れ
ま
で
生
じ
て
き
た
、
あ
る
い
は
現
に
生
じ
つ
つ
あ
る
変
化
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
調
査
は
フ
ラ
ン
ス
の
経
営
者
を
め
ぐ
る
現
在
の
情
況
を
一
瞥
す
る

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー
ト
に
関

す
る
研
究
は
若
干
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
を
と
り
あ

げ
、
動
向
比
較
を
試
み
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
詞
夜
結
果
を
務
理
し
、
完

全
な
資
料
が
で
き
る
も
っ
と
後
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
数
年
に
ま
た
が
る

動
向
調
査
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

年
齢
と
出
生
地

典
型
的
な
最
高
経
営
者
百
り
の
)
は
お
よ
そ
五
十
七
歳
で
、
フ
ラ
ン
ス

の
ど
の
地
方
よ
り
も
パ
リ
と
そ
の
近
郊
で
出
生
し
て
い
る
。
対
象
者
の
う

ち
年
齢
の
中
位
数
は
五
十
七
歳
で
、
平
均
は
五
十
九
歳
で
あ
る
〈
表
I
V

フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
者
の
ほ
ぼ
四

O
M
に
あ
た
る
者
は
パ
リ
と
そ
の
近

郊
で
生
れ
て
い
る
ハ
表
2
Y
明
ら
か
に
、
。
ハ
リ
と
そ
の
近
接
六
県
は
第
二

(
叩
山
)

位
の
粛
一
一
要
ほ
を
も
っ
中
央
地
方
合

gH門出
-
5江
D
D
)
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
経
営
エ
リ
ー
ト
を
生
み
だ
す
最
も
肥
沃
な
揺
藍
の
地
と
い
え
る
。
北
部

と
東
部
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
一

O
%を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン

(

日

)

ス
以
外
の
国
で
生
れ
た
者
も
同
じ
比
率
を
占
め
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
経

営
エ
リ
ー
ト
を
輩
出
す
る
土
壌
と
い
う
の
は
、
多
く
の
他
の
国
と
同
様
に



口
；
川
口
…
…
川
川
い
川
一

i主~~，午齢 ＼＼  

45以下 I 2.4 

日 I I 8.1 
以下の表の数字ばペーセントである。
部門Iは年間売と額4億3千万フラン以上の会社
部門Eは年間売上額2億2子万～4億3千万フランの会社
部門Eは年間売上額1億2千万～2億 2千万フランの会社
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生手

][ 

7.7 

15.4 

12.8 

25.6 

15.4 

17.9 

2.6 

2.6 

JI 

5.4 

5.4 

18.9 

18.9 

27.0 

16.2 

I 

ケ
e
n
D

（

ロ

）

そ
の
地
方
の
産
業
の
発
農
水
準
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
だ
。
経
済
発
展
と

都
市
の
成
長
に
上
っ
て
］
都
市
の
児
童
は
質
問
恒
一
と
も
有
利
な
教
育
機
会
を

川
河
川
）

享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
大
都
市
の
も
つ
流
動
的
な
地
位
構
造
の
中
に

あ
っ
て
、
教
育
ば
児
童
わ
職
業
に
対
す
る
願
望
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ほ

j;JJ・. 75 70 65 60 55 50 45 以F

30 

20 

10 

V
官斗需品

問
率

世
間
比

日
駁
の

し
、
上
向
移
動
の
動
機
を
は
ぐ
く
む
よ
う
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
デ

l
タ

は
、
最
高
経
営
者
に
パ
リ
出
身
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
の
み

な
ら
ず
、
。
ハ
リ
生
れ
と
い
う
こ
と
が
最
大
企
業
の
最
高
位
に
就
く
う
え
で

大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
。
ハ
リ
出
身
者
の
占

め
る
比
率
を
み
る
と
、
部
門
町
却
の
小
会
社
で
は
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
の

年齢

一
一
五
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l
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県
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h
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同
J

、

前

＼

平

方

方

方

方

方

方

国

答

一

＼

一

方

地

地

地

地

地

地

一

＼

一

一

地

部

回

一
＼
一
一
一
リ
部
部
部
部
西
央

尺
出
一
パ
北

j
j
j阿
］
河
川
イ

に
対
し
て
、
大
会
社
（
部
門
I
）
に
な
る
と
ほ
ぼ
五

O
M加
に
も
達
し
て
い

る
。
こ
の
相
違
は
後
で
と
り
あ
げ
る
教
育
と
の
関
係
で
究
明
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
パ
リ
出
身
者
は
、
最
高
位
に
到
る
梯
子
を
登
る
う
え
で
非
常
に

有
利
な
教
育
を
受
け
る
と
い
う
絶
好
の
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
。

9. 

40 

30 

20 

10 

一
一
六

未
回
答

外

国

中

央

阿
南
部

凶

部

来

部

南

吉E

4じ

まE

，《

出生地

一
般
的
に
言
え
ば
、
企
業
が
大
規
模
化
す
る
に
つ
れ
て
最
高
経
営
者
は

高
齢
化
す
る
。
部
門
I
お
よ
び
E
に
お
け
る
最
高
経
営
者
の
年
齢
の
中
位

数
は
六
二
歳
で
あ
る
。
し
か
し
、
部
門
E
お
よ
び
買
の
中
小
会
社
に
な
る

と
、
年
齢
分
布
は
も
っ
と
広
が
っ
て
く
る
。
中
小
会
社
の
最
高
経
営
者
で



五
O
歳
以
下
の
者
は
こ
こ
が
加
も
い
る
の
に
対
し
て
、
部
門
ー
で
の
豆

C
歳

以
下
は
七
Mm
に
と
ど
ま
る
。
他
方
七

O
歳
以
上
の
比
率
を
み
る
と
、
大
会

社
で
は
三

O
社
中
一
社
に
対
し
て
中
小
会
社
で
は
一

Q
社
中
一
社
に
い

る
。
最
高
伎
の
座
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
期
間
を
み
て
も
、
中
小
会
社
よ

り
大
会
社
の
ほ
う
が
多
く
の
時
聞
を
要
す
る
し
、
最
高
位
の
在
任
期
間
も

大
会
社
の
ほ
う
が
短
い
。

社
会
出
身

フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
者
は
ど
う
い
う
家
庭
の
生
れ
で
あ
ろ
う
か
。
ア

メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る
「
開
放
社
会
」
と
い
う
神
話
は
、
ヘ
シ
リ

l
・
フ
ォ

ー
ド
民

g
q
句
。
み
の
よ
う
な
劇
的
な
経
歴
を
誇
張
す
る
傾
向
が
あ
る

〔

M
)

と
は
い
え
、
も
し
ぞ
の
神
話
が
真
実
と
す
る
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
体
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
階
級
の
溝
を
徐
々
に
埋
め
つ
つ
あ
る

の
か
、
貧
乏
人
か
ら
金
持
ち
へ
と
い
う
大
幅
な
社
会
的
上
向
移
動
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
に
リ
プ
セ
ッ
ト
と
ペ
シ
デ
ィ
ッ
ク
ス

の
言
に
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
流
動
怯
の
パ
タ
ー
ン
と

V
つ
の
は
西
欧
諸

置
の
産
業
社
会
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
形
態
を
と
る
も
の
だ
、
と
仮
定
し

(
時
)

ょ
う
。
と
の
茎
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
計
画
が
全

て
遂
行
さ
れ
た
段
階
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー
ト
の

問
に
は
社
会
的
流
動
性
の
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
情
況
だ
け
を
取
扱
う
。

こ
の
予
備
的
研
究
報
告
で
は
父
親
の
職
業
を
六
つ
の
概
念
に
分
類
し

た
。
す
な
わ
ち
企
業
経
営
者
。
宮
内
田
島
、

g
g
Gユ
お
由
(
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

ー
ダ
!
と
企
業
者

3
々
4
3
5
2門
田
)
、
自
由
職
業
(
医
者
、
弁
護
士
、

大
学
教
授
、
幹
部
経
営
者
。
包
「
2
(最
高
な
い
し
中
間
経
営
担
当
者
)
、

商
業
従
事
者
(
卸
売
業
者
、
小
売
業
者
〉
、
公
務
員
(
官
吏
、
公
一
部
、
事

務
員
、
労
働
者
、
農
民
、
職
人
。
こ
の
分
類
は
疑
い
も
な
く
非
常
に
大
ざ

っ
ぱ
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
調
査
段
階
で
は
そ
れ
で
情
況
の

大
筋
を
把
握
す
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
表
三
に
よ
れ
ば
、
最
高
経
営
者
の
ほ
ぼ
四
分
の
三
は
「
上
流
お

よ
び
上
流
中
間
階
級
」
(
最
初
の
三
グ
ル
ー
プ
)
の
出
身
者
で
占
め
ら
れ

〈

口

)

て
い
る
。
下
層
階
級
出
身
者
は
わ
ず
か
一

G
Mに
す
ぎ
な
い
。
そ
の
父
親

が
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
最
高
経
蛍
者
は
全
体
の
四

O
M以
上

も
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
最
大
会
社
に
お
け
る
最
高
経
営
者
の
半
分
は
企
業

経
営
者
(
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
と
企
業
者
)
の
子
弟
で
あ
ろ
。
部
門
町

の
会
社
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
両
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
中
な
い
し
高
額
所
得

の
家
庭
出
身
者
に
比
較
し
て
、
低
所
得
家
庭
出
身
者
は
最
高
位
に
就
く
機

会
を
ほ
と
ん
ど
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

表
四
に
一
示
さ
れ
る
祖
父
の
職
業
も
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
最
高
経
営

者
の
豆

O
%
の
者
は
上
流
中
間
階
級
お
よ
び
上
流
階
級
出
身
の
祖
父
を
も

っ
て
い
る
。
最
高
経
営
者
四
人
に
一
人
は
企
業
経
営
者
の
孫
で
あ
る
。
だ

が
最
高
経
営
者
の
四
分
の
一
は
最
下
層
出
身
の
祖
父
を
も
っ
て
い
る
こ
と

も
認
め
ら
れ
る
。
部
門
E
お
よ
び
E
に
お
い
て
は
最
高
経
営
者
の
三
七
形

は
最
下
層
出
身
の
祖
父
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
企
業
規
模
に
関
連
す
る
か

に
み
え
る
事
実
巳
つ
い
て
は
こ
と
で
解
明
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
最
高
経

営
者
一

O
人
に
二
人
は
自
由
職
業
者
の
子
弟
で
あ
り
、
祖
父
に
ま
で
さ
か

一
一
七



〔表3J父親の職業

よぷ竺~I I E E 1V 

企業経営者 51.4 43.2 22.9 48.8 

自由職業 17.1 18.9 25.7 17.1 

幹部経営者 5.7 13.5 22.5 17.1 

商業従事者 14.3 8.6 7.3 

公 1発 員 5.7 8.1 8.6 

農事務民員，， 職労働者人} 5.7 11.4 

登
っ
て
も
同
じ
比
率
が
当
て
は
ま
ろ
、
と
い
う
の
は
強
調
し
て
お
く
価
値

が
あ
る
。
社
会
的
上
向
移
動
は
二
世
代
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
低
下
層

出
身
者
に
と
っ
て
自
由
職
業
は
上
向
移
動
の
一
手
段
と
な
る
の
か
も
し
れ

な
し

50 

30 

10 

40 

20 

一
一
八

農

民

職

人

事
務
員
、
劣
働
者

公

務

員

高

業

従

事

者

幹

部

経

営

者

自

由

1戟

業

企

業

経

営

者

業地
鴫の親父

表
三
お
よ
び
四
の
資
料
を
さ
ら
に
分
析
し
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
る
け
れ

ど
も
、
そ
の
職
業
分
類
は
き
わ
め
て
大
ざ
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
り
、
根
拠
の

な
い
解
釈
を
展
開
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
結
論
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
、
フ
ラ
シ
ス
社
会
に
は
若
干
の
社
会
的
上

向
移
動
が
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
成
功
で
き
る
か

最高経営者
の比率



ど
う
か
は
父
親
の
職
業
と
家
柄
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
い
う
よ

く
知
ら
れ
た
見
解
を
わ
れ
わ
れ
の
資
料
は
一
般
的
に
支
持
す
る
も
の
で
あ

る
。
後
で
も
っ
と
詳
し
く
取
り
あ
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
結
論
の
主
要
な
解

明
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
の
学
歴
と
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
の
検
討

〔表4J祖父の職業

孟み竺| I E E lV 

企業経営者 36.1 20.0 21.6 24.3 

自由職業 13.9 22.9 18.9 29.7 

幹部経営者 5.6 5.7 10.8 5.4 I 

商業従事者 11.1 8.6 5.4 10.8 

公 務 員 5.6 5.7 5.4 8.1 

農事務民員，， 職労働人者} 27.8 37.1 37.8 21.6 

一一一一

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

結
婚
と
流
動
性

最
高
経
営
者
の
結
婚
と
い
う
問
題
は
若
干
の
論
評
を
必
要
と
す
る
。
全

体
と
し
て
結
婚
は
、
一
階
級
内
の
事
象
で
あ
る
よ
う
だ
(
表
5
)
0

フ
ラ
ン

40 

20 

10 

30 

最高経営者
の比率

九

農

民

、

職

人

事
務
員
、
街
働
者

公

務

員

商

業

従

事

者

幹

部

経

営

者

自

由

1議

吉正

企

業

経

営

者

祖父の職業



C表 5J襲の職業

よ??!とlI E E W 

企業経営者 21.2 28.6 23.5 51.3 

自由職業 42.4 22.9 38.2 12.8 

幹 部 経 営 者 15.2 11.4 11.8 15.4 

商業従事者 9 .. 1 8.6 5.9 5.1 

公 務 員 12.1 8.6 14.7 5.1 

農事務民員，， 職労働人者} 20.0 5.9 10.3 

ス
企
業
の
最
高
ポ
ス
ト
は
上
流
お
よ
び
上
流
中
間
階
級
の
子
弟
に
よ
っ
て

独
占
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
す
で
に
見
て
き
た
。
最
高
経
営
者
の
ほ

ぼ
四
分
の
三
の
者
は
同
じ
社
会
階
級
出
身
の
娘
む
と
妻
と
し
て
い
る
。
出
世

を
望
む
若
き
経
営
担
当
者
が
成
功
の
機
会
を
増
す
た
め
に
は
、
自
分
と
同

一二

O

40 

30 

20 

10 

農

民

、

職

人

事
務
員
、
労
働
者

公

務

買

商

業

従

事

者

幹

部

経

営

者

自

由

職

業

企

業

経

営

者

男の職業

じ
社
会
階
級
か
ら
、
で
き
れ
ば
自
分
よ
り
下
層
で
は
な
く
上
層
か
ら
妻
を

選
ぶ
ほ
、
つ
が
い
い
。
こ
の
こ
と
は
小
会
社
で
最
も
よ
く
当
て
は
ま
る
。
た

と
え
ば
、
部
門
町
の
最
高
経
営
者
の
五
一
労
の
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ

ー
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。
全
体
の
最
高
経
営
者
の
一
二
分
の
一
は
ビ
ジ
ネ

ス
・
エ
リ
ー
ト
の
銀
と
結
婚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
高
経
営
者
四
人
に



一
人
は
三
つ
の
最
下
層
出
身
者
を
妻
と
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
最
高
経
営
者
は
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
家
庭
出
身
者
で
あ
り
、

同
じ
下
層
階
級
内
で
結
婚
し
て
い
る
、
と
い
え
そ
う
だ
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
後
で
も
っ
と
詳
し
く
分
析
す
る
で
あ
ろ
う
。

教
育
と
成
功

フ
ラ
ン
ス
の
児
童
は
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
背
景
の
ゆ
え
に
、
公
平
な

教
育
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
説
く
書
物
は
数
多
く
あ
る
。
デ
ヴ
ィ

ト
・
グ
ラ
ニ
ッ
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
営
者
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。
「
(
フ
ラ
ン
ス
の
)
最
高
経
営
者
の
地
位
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ

i
ル

(の

E
E
g
開
g
r由
)
と
い
う
専
門
学
校
の
卒
業
者
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
学
校
に
入
学
す
る
た
め
の
資
格
は
高
校
一
課
程
の
卒
業
証
書
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
卒
業
証
書
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
企
業
所
有

者
、
会
社
重
役
、
自
由
な
専
門
職
業
従
事
者
、
政
府
高
官
の
子
弟
に
限
ら

れ
て
い
る
。
肉
体
労
働
者
、
従
業
員
、
農
民
の
子
弟
は
い
か
に
才
能
に
恵

れ
た
と
し
て
も
、
最
初
か
ら
そ
の
レ

I
ス
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

〔
国
)

る。」こ
の
見
解
は
誇
張
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し

た
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
最
高
経
営
者
の
う
ち

一
O
M
の
者
は
グ
ラ
ニ
ッ
ク
の
一
言
う
「
最
初
か
ら
レ

l
ス
か
ら
除
外
さ
れ

る
」
と
い
う
最
下
層
出
身
者
で
あ
る
か
ら
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
表
六
に
よ
れ
ば
最
高
経
営
者
の
半
数
以
上
は
、
フ
ラ

ン
ス
で
「
グ
ラ
ン
ゼ
コ

l
ル
」
と
呼
ぶ
学
校
の
卒
業
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。
最
高
経
営
者
四
人
に
一
人
は
グ
ラ
ン
ゼ
コ

i
ル
の
う
ち
最
高
の
名
門

を
誇
る
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
校
〈
開
門
色
白

g
q
H日口
E
5
5
高
等
理
工
科
学

校
)
の
卒
業
者
で
あ
る
。
最
高
経
営
者
三
人
に
一
人
は
一
つ
以
上
の
卒
業

証
書
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
じ
そ
の
う
ち
の
三
分
の
一
以
上
の
者
は
、
ポ

リ
テ
ク
ニ
ク
校
の
最
上
級
課
程
を
修
了
し
た
後
で
ミ
ン
ヌ
校
〈
開

g
z
p凹

冨
宮
町
田
高
等
鉱
山
科
学
校
〉
や
ポ
ン
・
エ
・
シ
ョ
セ
校
(
開

g
F
内
凶
冊
目

H
V
3
2
2
の
E戸
何
回
目

bg
高
等
土
木
科
学
校
)
の
よ
う
な
別
の
グ
ラ
ン
ゼ

コ
!
ル
か
ら
取
得
し
た
こ
っ
目
の
卒
業
証
書
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
以
上

の
卒
業
証
書
を
も
っ
者
で
上
記
以
外
の
者
は
、
大
学
の
卒
業
証
書
か
学
位

を
も
っ
グ
ラ
ン
ゼ
コ
!
ル
出
身
者
で
あ
る
が
、
大
学
卒
業
証
書
な
い
し
学

位
を
二
つ
持
っ
て
い
る
大
学
人
か
で
あ
る
。
最
高
経
、
営
者
の
一

O
分
の
一

強
の
者
だ
け
が
高
等
教
育
を
な
ん
ら
受
け
て
い
な
い
。

明
ら
か
に
、
最
高
経
営
者
と
い
わ
れ
る
人
物
は
フ
ラ
ン
ス
で
最
高
の
威

信
を
誇
る
名
門
校
で
教
育
を
受
け
た
教
養
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
リ
テ

ク
ニ
ク
校
や
名
門
グ
ラ
ン
ゼ
コ
!
ル
に
入
学
す
る
の
は
た
や
す
い
こ
と
で

は
な
い
。
競
争
が
非
常
に
厳
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
誰
を
入

学
さ
せ
る
か
を
決
定
す
る
き
わ
め
て
厳
し
い
資
格
審
査
手
続
き
で
あ
る

「
競
争
試
験
」
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
か
ら
こ
れ
に
合
格
す

る
た
め
に
は
、
適
当
な
中
等
学
校
の
進
学
コ

l
ス
を
選
び
、
さ
ら
に
で
き

れ
ば
選
り
抜
き
の
最
優
秀
の
少
年
の
み
を
養
成
す
る
(
私
立
か
公
立
の
)

予
備
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
予
備
校
通
学
を
す
る
か
ど
う

か
は
、
少
年
み
ず
か
、
り
の
大
望
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
自
身

の
置
か
れ
た
環
境
巳
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
社
会
・
経
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済
的
に
下
層
の
出
身
者
が
高
等
教
育
を
受
け
る
比
率
は
滅
小
し
て
い
る
。

下
層
出
身
者
が
名
門
校
の
た
め
の
進
学
コ

l
ス
や
予
備
校
で
学
ぶ
と
い
う

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
出
世
の
た
め
の
高
い

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
要
因
は
、
そ
の
少

年
の
家
庭
が
属
す
る
社
会
的
地
位
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
生
れ
る
環
境
的
諸

条
件
で
あ
る
。

表
六
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
高
等
教
育
を
受
け
た
最
高
経
営
者
一

O
人
に
六
人
は
ヱ
学
を
専
攻
し
、
他
方
一

O
人
中
三
人
は
法
学
お
よ
び
経

済
学
を
専
攻
し
た
。
最
高
経
営
者
の
大
部
分
は
技
術
者
と
し
て
訓
練
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
経
営
学
(
高
等
商
学
回
目
ロ
芯
由
回
邑

g
n
O
5
5
2

巳白

-2)
の
学
位
を
持
つ
者
は
か
ろ
う
じ
て
一

O
人
中
一
人
ま
で
も
ゆ
く

か
ゆ
か
な
い
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
四
人
に
一
人

は
そ
の
学
位
保
持
者
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
は
全
体
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー
ト
と
上
流
中
間
階

級
の
内
部
に
明
確
な
自
己
繁
殖
過
程
と
い
え
る
も
の
が
存
在
す
る
と
要
約

で
き
る
。
こ
の
閉
鎖
性
は
知
性
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
知
性
は
一
階
級

の
特
権
で
は
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
閉
鎖
的
過
程
は
環
境
的
諸
条
件
と
機
会

に
よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
「
い
か
な
る
職
業
を

選
択
す
る
か
は
個
人
の
決
定
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
を
と
り

(
印
)

ま
く
外
部
の
影
響
の
給
果
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。

企
業
間
移
動

フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
者
は
企
業
聞
を
転
々
と
移
動
し
て
い
る
か
。

企
業
問
移
動
に
よ
っ
て
昇
進
し
て
ゆ
く
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
経
営
者

と
比
較
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
営
者
は
向
一
企
業
に
長
い
こ
と
ふ
み
と

ど
ま
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
表
七
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ

ン
ス
産
業
に
は
か
な
り
の
企
業
問
移
動
が
み
ら
れ
る
。
最
高
経
営
者
一

O

人
中
三
人
は
産
業
内
で
の
移
動
を
経
験
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

七
割
の
者
は
一
社
以
上
の
企
業
間
移
動
を
し
て
い
る
。
一

O
人
中
二
人
は

三
社
以
上
を
渡
り
歩
い
て
い
る
。
お
お
む
ね
、
大
企
業
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
移
動
は
少
な
く
な
る
と
い
え
る
。
部
門
I
の
最
高
経
営
者
の
ほ
ぼ
半

数
の
者
は
河
一
企
業
に
終
始
し
、
移
動
経
験
を
も
っ
て
い
な
い
。
三
社
以

上
の
移
動
を
し
た
者
は
一

O
中
一
人
を
少
し
越
え
る
程
度
で
あ
る
。

同
一
企
業
で
の
長
期
勤
続
と
い
う
こ
と
が
最
高
経
営
者
の
地
位
に
就
く

た
め
の
必
要
条
件
と
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
最
高
経
営
者

の
ほ
ぼ
半
数
は
現
在
の
会
社
で
二

O
年
以
上
勤
め
て
い
る
し
、
こ
の
比
率

は
最
大
会
社
に
な
れ
ば
増
大
し
て
い
る
。
部
門
W
の
小
会
社
は
こ
れ
と
違

っ
た
様
相
を
示
す
。
そ
こ
で
は
四
人
に
一
人
は
い
ま
だ
勤
続
数
年
と
い
う

い
わ
ば
新
入
社
員
で
あ
り
、
ま
た
四
人
に
一
人
は
四

O
年
以
上
の
勤
続
者

で
あ
る
(
表
8
〉
。
表
九
か
ら
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
小
会
社

の
最
高
経
営
者
は
移
動
志
向
的
な
傾
向
を
も
ち
、
そ
の
半
数
は
最
高
経
営

者
の
地
位
に
五
年
以
下
し
か
在
任
し
て
い
な
い
。
総
体
的
に
み
れ
ば
、
最

高
経
営
者
全
体
の
四
分
の
一
は
現
在
の
会
社
で
勤
続
年
数
一

O
年
以
下
で

あ
り
、
他
の
四
分
の
一
は
勤
続
年
数
三

O
年
以
上
で
あ
る
(
表
8
V
最
大

会
社
に
お
け
る
最
高
経
営
者
の
四

O
M
の
者
は
、
現
在
の
地
位
に
一

O
年

以
上
就
い
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
小
会
社
で
は
三
三
Mm
の
者
が
一

O
年

一一一
一



一
二
回

最
も
有
益
な
経
験

最
高
経
営
者
は
自
分
の
職
歴
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
経
験
を
最
も
役
立

っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
将
来
最
高
経
営
者
に
な
る
べ
き
人
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
経
験
が
最
も
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
表
一

Q
と
一
一
が
そ
の
所
見
を
表
し
て
い
る
。

全
般
管
一
地
(
の

g
R即

日

〉

ass-師
同
門
田
片
山

C
ロ
)
が
最
も
有
効
だ
と
す
る
の上以co 

以
上
の
在
任
者
で
あ
る
。
大
会
社
に
お
け
る
最
高
経
営
者
の
在
任
期
間
の

中
位
数
は
約
八
年
で
あ
る
。

〔表7]企業間移動

ιぷ~I I E E lV 

(社〉。 46.3 30.8 25.0 23.1 

1 26.8 25.6 32.5 28.2 

2 14.6 23.1 22.5 23.1 

3 15.4 17.5 15.4 i 

4 7.3 5.1 2.5 

5 2.4 7.7 

6以上 7.7 

最高経営者
の比率

移動会計数 5 4 3 2 1 。

40 

30 

20 

10 



(
お
)

が
一
般
的
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
最
大
会
社
の
最
高
経
営
者
の
場

合
に
当
て
は
ま
る
。
マ
!
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
二
番
目
に
有
効
だ
と
み
な
さ

れ
て
お
り
、
将
来
の
最
高
経
営
者
に
と
っ
て
全
般
管
理
と
ほ
ぼ
同
様
に
役

立
つ
も
の
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
製
造
部
門

(ζ
白
ロ
ロ
片
山
口
円
高
宮
崎
)
、
ヱ

〔表8J現在の会社における勤続年数
'・ー 掴 『・h

弘主~I E W 

(年)
5以下 19.0 24.3 5.1 24.4 

6-10 4.7 13.5 10.3 7.3 

11-15 9.5 5.4 28.2 7.3 

16-20 11. 9 16.2 12.8 14.6 

21-25 11.9 5.4 15.4 4.9 

26-30 11.9 10.8 5.1 4.9 

31-35 4.7 5.4 7.7 4.9 

36-40 11.9 8.1 7.7 7.3 

40以上 14.3 10.8 7.7 24.4 
1 一一

尚
子
・
科
学
部
門
ハ
開
口
岡
山
口

8
ユ
ロ
同
自
己

ω
n
F
g
n品
、
そ
の
他
は
あ
ま
り

4

重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
事
実
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
最
高
経
営
者
の
大
部
分
は
技
術

者
と
し
て
教
育
さ
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
の
二
分
野
の
仕
事
は
り
っ
ぱ
に

こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
営
学

30 

20 

10 

最高経営者
の比率
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〔表9］最高位の在任期間

主甫竺：1

I JI m w 

5以上 43.6 31. 7 25.6 50.0 

6-10 15.4 31. 7 28.2 17.5 

11-15 17.9 12.2 17.9 10.0 

16 20 10.3 9.8 10.3 7.5 

21-25 7.7 9.9 10.3 5.0 

26 30 5.1 2.4 5.1 2.5 

31-35 2.4 2.5 

36-40 2.5 

40以上 2.6 2.5 

に
対
す
る
素
養
の
欠
如
分
は
全
般
管
理
の
経
験
を
通
じ
て
補
う
の
で
あ
ろ

う
。
国
際
的
経
験
が
将
来
の
最
高
経
営
者
に
と
っ
て
璽
要
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
最
近
ま
で
最
高
経
営
者
み
ず
か
ら
が
国
際
関
係
部

門
の
補
佐
も
な
く
国
際
的
諸
問
題
を
取
扱
っ
て
き
た
か
と
い
う
事
実
を
反

40 最高経営者
の比率

映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

手R
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20 

10 
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n唱
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η
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日
u
l
i
1
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4
1
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9
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11 

15 

6
i
m
 

5
以
下

在任期間

表
一
二
は
最
高
経
営
者
の
年
俸
を
示
し
て
い
る
。
予
想
さ
れ
る
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
者
に
対
す
る
金
銭
的
誘
因
は
企
業
規
模
に
よ

酬



っ
て
大
い
に
異
な
る
。
最
高
経
営
者
の
三
分
の
一
は
年
間
二
四
万
フ
ラ
ン

以
上
を
受
取
り
、
わ
ず
か
五
銘
の
者
だ
け
が
年
間
一

O
万
フ
ラ
ン
以
下
を

受
取
っ
て
い
る
。

明
ら
か
に
企
業
が
大
規
模
化
す
る
に
し
た
か
つ
て
、
給
料
も
高
く
な

〔表10J最も有益な経験は何か

ι命竺~I E E 1V 

全 般 管 理 37.5 18.4 30.0 22.0 

マーケッティング 10.0 15.8 7.5 7.3 

財 務 12.5 5.3 14.6 

製 造 7.5 7.9 5.0 7.3 

法 律

エンジニアリング 10.5 12.5 9.8 

人 事 5.0 13.2 2.5 4.9 

国 際 関 係 2.6 7.5 

全 部 Fう 5.0 7.9 17.5 4.9 

そ t)) 他 5.3 2.5 4.9 

未 回 答 22.5 13.2 15.0 24.4 

る
。
部
門
I
に
お
け
る
最
高
経
営
者
の
半
数
の
者
は
一
一
四
万
フ
ラ
ン
以
上

を
受
取
り
、
こ
の
比
率
は
部
門
E
で
ほ
ん
の
少
し
下
が
る
。
部
門
E
に
な

る
と
、
こ
れ
は
一

O
人
中
三
人
の
と
こ
ろ
ま
で
落
ち
、
部
門
W
で
は
さ
ら

に
大
幅
に
落
ち
て
一

O
人
中
一
人
プ
ラ
ス
ア
ル
ハ
!
の
と
こ
ろ
ま
で
下
が

る
。
給
料
の
高
さ
の
中
間
を
み
れ
ば
、
部
門
ー
で
は
二
四
万
フ
ラ
ン
以
上

未

回

答

そ

の

他

全

部

門

人

事

リ
ン
グ

エ
ン
ジ
ニ
ア

法

律

製

、昼主

1五込

財

務

イ
ン
グ

7
1ケ
ッ
テ

全
般
管
理

4(} 

20 

30 

10 

最高経営者
の比率

有益な経験

一
二
七



〔表11]未来の最高経営者にとって最も役立つ経験はあるか?

I E lV 

ある一 会 般管 理 9.5 16.2 17.9 17.1 

16.7 マーケッティング 16.2 10.3 や 12.2

&3 務 t4 2.6 7.3 

i主 律

製 造 14.3 2.7 5.1 9.8 

人事 1 7.2 5.4 2.6 

2.4 2.6 7.3 

計 画 設 定

国際関係 l

全部門 2.4 10.8 7.3 

I 1~.0 I 16.2 I 25.6 I 17.1 

| 未回答 I 26.2 r 32.4 I 23.1 I 22.0 

の
階
層
に
あ
り
、
部
門

E
で
は
一
一

O
万

1
二
四
万
フ
ラ
ン
階
層
に
落
ち
、

部
門
E
で
は
一
八
方

1
二
O
万
フ
ラ
ン
階
層
に
、
部
門
W
で
は
さ
ら
に
落

ち
て
↓
四
万

2
一
八
万
フ
ラ
ン
と
な
る
。
こ
の
研
究
が
完
成
し
た
段
階

で
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
給
与
水
準
の
差
異
を
把
握
で
き
る
で
あ

30 

20 

10 

-
v
一八

J
廿
A日

}回・4

未
よ
な

全
部
門
一
一

国
際
関
係
…
一

計
画
設
定
ニ

ニ
ア
リ
ン
グ
一

エ
ン
吋
ン
一

人

事

一
主一的

律務

製全了予財法
ケグ
、ソ

ト管テ

未来の最高経営

者にとって、最

も役立つ主主験は
あるのか。

ろ
、
7
。

以
上
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
営
者
の
輪
郭
を
大

ざ
っ
ぱ
に
描
〈
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
最
高
経
賞
者
は
、
豆
。
代

後
半
の
年
齢
で
、
。
ハ
リ
近
郊
の
裕
福
な
家
庭
に
生
れ
て
い
る
。
か
れ
は
ポ

リ
テ
ク
ニ
ク
校
か
他
の
名
門
グ
ラ
ン
ゼ
コ

l
ル
で
工
学
学
位
を
取
り
、
白



分
よ
り
下
層
と
い
う
よ
り
は
よ
層
か
な
い
し
は
同
じ
社
会
経
済
階
層
出
身

の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
。
か
れ
は
約
八
年
間
最
高
経
営
者
と
し
て
在
任

し
、
四

O
歳
前
後
で
現
在
の
会
社
に
入
社
し
て
い
る
。
か
れ
の
年
俸
は
二

O
万
フ
ラ
ン
前
後
で
あ
る
。

酬

孟~I I E E w 

(千フラン〉
50以下 2.4 2.6 

50-80 2.7 2.6 2.4 

80-100 2.6 4.9 

100-120 4.8 2.7 2.6 2.4 

120-140 7.1 8.1 15.4 17.1 

140-180 7.1 10.8 15.4 29.3 

180-200 9.5 2.7 7.7 12.2 

200-240 14.3 21.6 10.3 9.8 

240以上 47.6 45.9 30.8 12.2 

未回答 5.4 5.4 10.3 9.8 

〔表12J報

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
大
ざ
っ
ぱ
な
経
営
者
像
は
予
備
的
研
究
と
い
う

目
的
か
ら
描
か
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
最
終
的
課
題
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
比
較
可
能
な
資
料
を
集
収
し
、
還
文
化
的
観
点
に
立
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
リ
ー
ト
の
特
質
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
最
終
的
研
究
報
告
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
資
料
を
も
っ
と
綿

40 
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密
に
分
析
し
、
ま
と
ま
っ
た
結
論
を
提
示
す
る
で
あ
ろ
う
。

注
1
ベ
イ
，
ト
リ
ッ
ク
と
ス
ト
ラ
グ
ル
回
虫
色
片
山
口

w
g仏
印
R
Z同
町
州
ぽ

ω

の
ヨ

γ

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
、
一
九
六
七
年
、
ア
メ
リ
カ
の
最
大
企
業
四
七
一
社
の
最

高
経
営
者

(
p
g且
B
Z
)

に
つ
い
て
調
査
を
し
た
。
こ
の
資
料
を
わ
れ
わ
れ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
比
較
に
使
う
だ
ろ
う
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
の
調
査
結
果
を
わ

れ
わ
れ
の
質
問
事
項
作
成
の
た
め
に
原
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
、
こ
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
。

2
対
象
会
社
の
出
典
は
、
『
ア
ン
ト
ヮ
ル
プ
リ

I
ズ
』
誌
開
口
可
さ
ユ
百
六
三

三
号
、
一
九
六
三
年
一

O
月
二
八
日
発
行
、
に
記
載
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
γ
ス
の

代
表
企
業
五

O
O社
|
一
九
六
六
年

t
一
九
六
七
年
ー
で
あ
る
。

。
3

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
回
答
者
に
感
謝
す
る
。
か
れ
ら
の
助
力
が
な
か
っ
た
ら

こ
の
研
究
報
告
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

4

回
答
を
産
業
タ
イ
プ
、
自
己
資
本
、
従
業
員
数
な
ど
で
も
分
類
は
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
分
類
を
適
用
す
る
の
は
、
国
際
的
規
模
で
の
も
っ
と
も
完
全
な

分
析
が
で
き
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

5
こ
の
論
文
で
「
小
企
業
」
(
部
門
W
)
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
相
対
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
小
企
業
と
い
っ
て
も
部
門
の
企
業
は
フ
ラ

γ

九
の
最
大
五

O
O社
内
に
ラ
ン

F
さ
れ
る
会
社
だ
か
ら
で
あ
る
。

6
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